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平成28年度 全国安全週間

平成２８年７月１日（金）～７月７日（木） ◇準備期間：平成２８年６月１日～６月３０日◇

○積み下ろし作業中の、荷台からの墜落・転落に注意しましょう

○鋼材、資材の積み下ろし作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう

○ハウス、トイレの積み下ろし作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう

○敷き鉄板の積み下ろし作業時、ユニック作業に注意しましょう

事故を起こしてから、後悔してどうする？

交差点 信号が、「青」に変った チョット待て もう一度、安全確認しよう

バックは・・・『カメが歩くスピードの気持ちで 』

車間距離を十分にとろう 追突を未然に防止しよう

２時間ごとに、１５分休憩で 守ろう 自分の命

”1人で作業” 荷台からの”転落”、”はさまれ”事故に注意しましょう

土・日・祭日は、部活の小・中・高校生の自転車に注意しましょう

トレーラーのブレーキ引き摺りによる火災事故、3年間で82件に

日常点検を確実に実施しましょう

運行前には駐車ブレーキが確実に解除されていることを確認

２０１６年６月２４日（金）１７時５６分

トレーラーが路上で火災となった際、命の危険だけでなく、物流の停滞など、社会インフラ（道路他）に

も大きな影響を及ぼす。トレーラー火災は、そのほとんどがブレーキに関するものが原因で発生している。

過去３年間で８２件のブレーキ引き摺りによる火災が報告されており、車両１万台当たりの火災発生台数では、

大型トラックの５倍のペースで発生している。

火災の原因は、スプリング・ブレーキ・チャンバーのエア漏れとリレー・エマージェンシー・バルブの不

具合が全体の７割を占める。

日常点検を確実に実施し、特にスプリング・ブレーキ・チャンバーの不良（エア漏れ、戻り不良、内部の

スプリングの錆や損傷）、リレー・エマージェンシー・バルブの不良（ゴミや冬期における水分の凍結でバ

ルブが詰まることによるピストンの固着）に注意することを訴える。

また、劣化するゴム部品などの定期交換を行うなど、トレーラーメーカーの整備要領に沿って点検整備を

確実に実施すること、運行前には駐車ブレーキが確実に解除されていることを確認すること。

交差点、右折時・・・覆面パトカー、横断歩道の女性はねる

◇交差点、右折時は・・・直進車はもちろん、右からの横断歩行者・自転車にも注意しましょう◇

２０１６．６．２４ ２２：１０

２４日午前１１時５分ごろ、滋賀県の交差点で、覆面パトカーが横断歩道を渡っていた女性（７５）をは

ねた。女性は顔の打撲などの軽傷。警察によると、覆面パトカーは捜査のため巡査長（３１）が運転。交差

点を右折する際、横断中の女性を車の右前部付近ではねた。女性は買い物から帰る途中だったという。副署

長は「けがをした方に大変申し訳ない。今後は事故防止を徹底したい」と話している。

信号待ちトラックに追突、軽トラの男性死亡

◇車が動いているときは、いかなる場合も 常に、100％運転に集中しましょう◇

２０１６年６月２４日

２４日午前８時２０分ごろ、秋田県の市道で、農業の男性（６５）の軽トラックが、交差点で信号待ちを

していたトラックに追突した。男性は全身を強く打ち、心肺停止の状態で市内の病院に搬送されたが、約５

０分後に死亡が確認された。トラックの男性運転手（４３）は首に軽いけがを負った。

踏切・・・立ち往生の軽トラックと貨物列車が衝突

外に出ていたが・・・衝突で飛んできた軽トラにぶつかり76歳男性死亡

２０１６年６月２５日（土）７時３５分

２４日午後６時４０分ごろ、栃木県のＪ踏切で、立ち往生した軽トラックと貨物列車が衝突した。軽トラックを

運転していたとみられる、男性（７６）が死亡し、男性は、衝突前に車外に出たものの、衝突で飛んできた軽ト

ラックにぶつかったとみられている。

6倍近いアルコール 車２台と衝突し４人けが

ひき逃げなどの疑いで塗装工逮捕

２０１６年６月２０日（月）１３時５分

１９日午後１０時すぎ、東京都で軽乗用車が乗用車と衝突して、そのまま走り去り、およそ４キロ離れた

別の場所でも別の軽乗用車と正面衝突しました。この事故で、衝突された乗用車の運転手（３６）などあわ

せて４人が軽いけがをしました。警視庁は、軽乗用車を運転していた塗装工の男（３１）をひき逃げなどの

疑いで現行犯逮捕しました。男の呼気からは基準値の６倍近いアルコール成分が検出された。


